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高橋忠 次 郎に関する歴史的研究(1)

ー東京女子体操音楽学校の創立者として 一

掛 水 通 子

は じ め に

1 ) 
高橋忠次郎は， これま で「 明治 30年代女子高等師範学校， 日本体育会体操学校などの教師

2) を兼ね， もっばら遊戯の研究につくした人」， 「特に女子体育の立場から唱歌遊戯や音楽遊戯
3) 4) を奨励」 「特に体操に音楽を配するという着眼は新鮮であった」 と評価され， 明治 34 年

あるいは明治 3 5 年に「日本遊戯調査会」を設立し， 5） 「遊戯雑誌」を 発行し， ． 我が国女子体
育教員養成機関の嘴矢として現在の東京女子体育大学の前身 である「東京女子体操音楽学校の

6) 1) 実際の設立者」 であり， 明治 3 9年12 月には 渡米し， そのま ま留まり， 大正 3年頃客死
したとされている。

し かし， 忠次郎が 明治 30年代に 活躍するようになるまでのいきさつ，彼が中心となって設
立した「日本遊戯調査会」， 「東京女子体操音楽学校」の設立事情は 明らかにされていない。
さらに， 渡米後の活動および死亡日にいたるまでについては全く不 明 である。

本稿では， 忠次郎の生い立ち， 勉学時 代から， 遊戯研究に携るまでの事情， 彼にとって最大
の仕事であった文学 会の設立 ， 日本遊戯調査会の設立 を経て， 東京女子体操音楽学校の創立を
果たした経緯， さらに， 渡米後の活動について明らかにしようとした。 本稿では 東京女子体操
音楽学校の創立者としての忠次郎を述べる。 したがって ， 忠次郎の遊戯論， 女子体育論及び東
京女子体操音楽学校の教育に ついては別稿に譲る。

1 生い立ちと勉学時代

1. 生い立ち

界
8) 明治 3年 3 月1 3日に， 忠次郎は， 宮城県宮城郡松島村磯崎字 崎 7 番地 で， 長治郎， ゑ

いの二男として生まれた。 彼の家は旧家で大地主であったというし彼は松島の海岸で育ち， 郷
はまぺ くろんど

里を愛し， 後々まで自らを「濱邊の黒人」と称している！0)忠次郎には1人の兄， 八十吉がお
り， その1人娘のきよ せは， 忠次郎の学校へ第1期生として入学し， 彼の身の回りを助け， の
ちに彼の学校の教師であった谷 口謙造と結婚 し， 二人共良き協力者であった。

松島 村には 明治 6 年 7 月に学制によ り高城小 学校が設立 され， 7 年には11 2名の児童と2
人の教員を擁していf,:,:,11) 1 5年になって宮城県下の小 学校就学率は， 男 6 9.3 5% ， 女1 5 

12) 物であった。 この頃忠次郎はおそらく， 前記の小 学校へ 通っていたのであろう。 少年時代に
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ついては定かでは ない。 20年12月， 彼が1 7 オの時から前記小 学校の後身である高城尋常
1 4) 

小学校
13) に 「 授業生」と して勤務 しはじ めた。 3 ヶ 年間の免許

15 ) を受けて お り ， こ こで
の小学校 教員は22年10 月1 8 日に辞するまでの2 ケ 年間であった。 （以下明治を略す）

忠次郎はおそらくこの間に授業実践の経験から体育を 学 ぶ必要性を 認識 したのであろう。
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2. 東京体操伝習所に学 ぶ
授業 生を 辞すると上京 し， 1 0 月2 6 日には私立の東京体操伝習所へ入所 し 迄 官立のリ ー

ラン ドの体操伝習所は1 8年3月の東京高等師範学校附 属への変 更を経て1 9 年4 月に廃止さ
れ， 東京師範学校体操専 修科とな り 受け継がれていたが20年 7 月1 5 日から 32年 6 月まで
は募集を 中止していた。16 ) 体操伝 習所の廃止後， その卒業生等によ り 私立の体操 学校が次々と

1 7) 
設立されていた その中にあ っ て1 9 年 8月に， いち早く 体操伝習所の卒業生によ り 設立さ
れたのが 私立 東京体操伝習所であった。忠次郎の上京時に東京には 5校の私立の体操学校があり，
体操伝習所卒業生によるものは 私立東京体操 伝習所のみであ っ t.:::.018 ) したが っ て当時， 最も歴
史があ り ， 体操伝習所の教育を受けついだ学校であるとみてよいであろう。

私立 東京体操伝習所は， 1 9 年 3月に共に， 体操伝習所を卒 業 した， 中嶋久 太郎 （校長） と
山本泰一郎によ り 1 9年 8月 30日に 麹町 区に 設立された。 小学 高等科卒業以上の1 7 ~2 5 
オの男 子が入学可能であ り ， 修業期間は 3 カ 月以上 6 カ 月以内の短 期間であ っ た。 設立 時の学
科は， 体操科（週1 8時間） ， 生理学 （ 週4 時間） ， 證育学 （週2時間） であ り ， 体操科はさ
らに， 普通体操科（週12時間）一 整頓法， 徒手体操， 矯正法， 亜鈴， 球竿， 根棒 ， 木環， 豆 襄，
隊列運動 ー と ， 歩兵科 （ 週 6 時間） 一生兵 学， 柔軟体操， そ して郊外 遊 戯 を 適 宜 授 くであっ
た。19 )

1 8年の体操伝習所は， 6 ヶ 月の修業 期間で術 科， 2 7 時間以上 一兵 式 体 操12 , 軽体操
20) 1 5 , 学科 （兵学ノ 大意， 人体ノ 構造 ， 体操術 ノ 原理 な ど） 1 5 時間以 上 であ り ， 修 業 期

間， 週時数共に東京体操伝習所は劣るものであ っ た。
2 1年4 月1日には 改正があ り ， 授 業時間は増え， 軽体操 ， （ 1 2時 間 ） ， 兵 式 体 操 ，

(1 2時間） ， 器械体操(3時間） ， 生理学 (3時間） ， 体育 学 (2時間） で， 戸外遊戯， 軍
2 1 )  

歌， 操櫓術は適宜授けてい た。 忠次郎はこの学科によ っ ていた 。
改正によ っ てもまだ劣 っ ていた。 教科書 は体操伝習所と同様の， 新撰 体操書， 新制体操法，

新式歩兵操典， 弗氏生理学と他に， 小 学 普通体操法 （坪井玄道， 田中盛業著） ， 戸外遊戯法
22) （同） ， 鉢操教 範 ＠老 軍） を用いていた。 後にな っ て 忠次郎は「坪井 玄道の第1弟 子」

23 ) 

であ ったといわれる。 直接玄道から教えを 受けた記録はない。 しか し 玄道の普通体操の正系で
学んだのであ っ t.:o

忠次良即ま， 明 治38年8月に記した履歴書に， 「体操伝習所デ， 普通体操， 兵式体操， 生理衛生解
剖， 唱歌， 風琴 ヨ 修 メ ル」と記 して いる。 私立 東京体操伝 習所には， はじめ， 附 属 唱歌速成講
習所があ り ， 「唱歌， 風琴， 理論 と 適宜に寓譜， 授業法」を教授 してお り ， 両所を 「兼修スル

ヲ得」
24) とされていた。 2 2年4 月にな っ て， 東京唱 歌専門 学校の設立 認可によ り ， この講

習所は当分休業とな っ ていたが， 私立 東京 体操伝習所生 は， こ の専 門 学校で兼習することがで
きtc35)したが っ て 忠次郎は 東京唱歌専 門学校で兼習 したのであろう。 彼は幼時よ り 笛の演奏
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26 ) 
を得意としていた 事もあ り兼 習の道をとったの であろう。 彼は， 2 3年3月20日に卒業した。

27 ) 後に， 宮城郡 誌 に忠次郎について 「壮年出京 して諸種の學術を學ぶ・ ・ ・」 と記されている。 彼は，
上京すると， 東京簿記精脩 学館にも 学 び， 22年12月には商用 簿記学を， 2 3年2月には官
用簿記 学を， そして2 3年4 月には銀行家計簿記科 を卒業している のである。

2 日 本 遊戯 調 査 会 の 設立

1. 小 学校訓導として文学会を設立
私立 東京 体操伝習所を卒 業後， 同年 8 月に小学校体操科 の教員免 許を受け， 24 年1月2 9 

日から12月4 日ま では北豊島郡南千住 町瑞光 高等小 学校へ 体操科訓導として勤務している。
同時に24 年 6 月から2 5 年12月24 日までは東京 府教育会附 属 小 学校 教員速成伝 習所に学
んだ）

このころ 忠次郎 は小 学校 の訓導仲間 5 人 で当時高等教員 （ 中等教員） を養成する私立 学校が
少なかったため， 「変則的の 高等師 範学校を起 して 我々も研究し雑誌 なども発行しょ ー で は無

28) 2 9 ) い か」 という企画で文学会 を 設立した。 講師は 海外留学帰りの 学者や高等師 範 学校の教員
に頼 み， 教育， 倫理， 心理， 国語， 漠文を， 毎夜 6 時から10時まで大日本教育会を借りて 会
場として行なわれた。 実際の発起人 は 5 人の小 学校 訓導であったが， 表向きには大日本 教育会
の 役員が着任し 応 しかし別 の組織であっt-::o 発 会式は明治2 6 年11月 6 日に行なわれ，
「教育時論」は 「教育家 の文學會」の 見 出 しで， 「大日本教育會内に設立 せら れ， 去る六 日午
後六時痰會式を挙 ぐ會 員 数凡そ百十五名頗る盛 況なりしと云 ふ」30 ),と報 じ， また， 「大日本 教
育会の内に設けたる文學會は， 熱心なる府下の 小學校教員諸氏の 痰企 せし者にて ， 大日本教育
会の家屋を借 りて 開会す れども， 直榜に同會 にて 管理 するにあ らず。 其會 員百七十名もあ りて，

（中略） 東京市の教員が， 自ら研究 の念 を起 し， 斯 かる有 益なる会を 設けたるは， 地方 の 模 範
31 ) ともなりて教育上に好影響を 典ふべし」 と報 じ評価して いる。

32) 
当時， 大日本 教育会は文部省 と衝突し， 政 論禁止の 訓令 にもより会員が減少し， 役員，

文部省 の主な官吏は脱会し， 有栖川宮 殿下も総裁を辞退するという状態 であった。3 3 ) この様な
中 で， 大日本教育会とは別の組織であったが， 毎日20 0名近い 会員が出入りする ので， 辻会
長は文学会のため には親 切に尽力しtea34) 

文学会は2年間 で卒業式 をあ げ， 卒業生は文部省 の検定試験に多数合格し私 設としては好成
績であった。 また， 講義録は敬業 社から 「文学 会講義筆 記録」として 出版された。

35) 

2. 西 村正三郎による遊戯研究 のすす め
文学会の教育の 講師であった西 村正三郎は 5 人 の訓導に遊戯研究について の 相談をもちかけ，

それが日本遊戯調査会の発端となった。 忠次郎は当時の様 子を次の様に述べて いる。 「予， 之
36 ) が研究を思ひ立 ちしは去る明治 2 6 年 の秋 にして故西村正三郎 氏 の嘱に因りてなり 氏が在

米の 営時『 國民教育に於ける 必修 学科は之れを 各種 の学科として分くる必要 なし総て 遊戯に依
りて其 の知能を興へ ん 』 との立 案の 許に研究 せる米人あ り西 村氏と会見 の際， 氏に問ふに 日本
教育家中之れ等の研究を なすものあ りやの意を以てす， 氏は在りと速答 したり而して氏蹄 朝の
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後前きの研究者来朝し （ 明治2 6 年の初秋） 其の研究上の便宜を興へ ら れんことを乞へ り 之 に
於て西 村氏は周章狼狽なす 所を 知らず， 蓋し同氏が在米富時の速 答は談 笑場裏の戯 言に過ぎざ
り しを以て な り 然れとも今は詮方 な し責 めては之 れが材料 を蒐 集して便 宜を計らんとの思案の

37) 
許に 日 本 遊戯調査会を創 立す る に至れ り 」 である 。 したがって， 忠次郎は， そ れまで1小 学
校 訓導 であ り ， 遊戯に興味を持ってい る 訳では なかっt.:o それが西 村氏の嘱によ り 遊戯研究に
携る こととな ったのであ る。

来 日 した学者名 は不明であ る。 西 村 正三郎は ， 武蔵國 藩 士の末 子として 文久 元 年1月2 8 日
に生まれ， 年期従弟， 小 学校教員を 経て， 埼玉 県属とな り ， その時， 貝 原益軒の著 書の訓訳 を
手がけ， 1 6 年 には 埼玉 県私 立 教育会を 創立 し雑誌の編集を し， 1 7 年 には中学助教諭をへて
1 8 年 には開発 社設立と共に教育時論の主筆を勤めていた。 2 2年 7 月から米国マサ チ ュ ー セ
ッ ツ 州立師範学校 で 全科を， その後 ニ ュ ー ヨ ーク大学 で教 育 学を 専攻し， 歴史， 哲学も修めて
2 4 年12月に帰国していた。 婦 国後は 再び教育時論の主筆を勤め2 5 年 8 月からは開発社の

38),_ 社 長の任にあったO '--の時文学会の 講師をも勤めていたのであっt,::,, 西 村 は 渡 米前 に ， 「歌
謡教育論」 （明2 1年） を， ＇帰 国 後は 「教育 学綱要」 （ 明2 7 年） ， 「教育 学史 （文学会講義
筆記録） 」 （ 明 30年） ， 「海外教育史要 （師範学校教科用 書） 」 （明2 6 年） 等を著わしていた。

39) 彼は フ レ ー ベ ルについて 紹 介しててい る も のの 特に遊戯について研究してい る 訳ではなか
った)

，
 

3. 日 本 遊戯調査会の 活動
西 村正三郎を主幹として 日本 遊戯調査会は明治26 年11月 3日に創立し， 活動は始まった。 それは，

①日本遊戯の 調査… … 童謡を 東京 音 楽 学校鳥井沈 教授に ついて調査， ®研究相談の場として神
40 )  田区小川 町に「文廼家」 を 設け， 舞， 踊 ， 清楽， 洋楽の稽 古練 習， ⑧それまでに出 版さ れて

いた遊戯に関する 書籍を調査 … … 遊戯書1 9 冊， 体 育 書12冊 から遊戯を 収集し特に「多勢の
41 ) 生徒 が一同に運動が 出 来 る 様 な種 類」 を収輯， ④そ のころ東京府内校長の有志によ り 小 学校

の 遊戯の調査が開始 された事に関連 して ， 研究結 果 を 東京 府 教育 会へ送 呈 する ため ， 2 7 年 春
からは神田 区仲猿楽町私立豊頴小学校 で実験 を高橋を 主任として 毎日午後 3時から行なった。42) 

43 ) ® ドイツ から図 書を 購入し訳述 を 手がけていtC.::, 以上の 活動を忠次郎が中心とな って行 な っ

ていたの であった。 この 頃， 忠次郎は 2 7 年 5 月からは日本橋区久松尋常小に専 科 正 教員と し
て， 同時に高等師範 学校附 属音楽 学校体操科講師も 嘱託されていた。 教育 現場での実践も行な
っていたの であった。

44) 以上の様な 活動をしていt.:a しか し「鼓吹する の時機なき」 状 態で あ り ， 西 村は2 9 年1
月2 6 日 には病の 為に死亡した。4 5) 忠次郎 はその時の状況を， 「土崩 互解の非 運に至らずと雖
も 予輩らのため に僅 がこ 一棲の命肱を 繋 ぐのみな り しな り 」4 6 ) ‘と述べて い る。 その後， 日本遊

戯調査会の母 体の文学会は， 韓国教育会の設立を 企てた事によ り 費用を損失し， 広告社への 支
払いが不可能とな り ， 別組織で あ る にもかかわらず， 大日本教育 会辻会長宛に訴訟が起こ り ，
その 責任 をと り ， 会 計の任にあった忠次郎ら2名 は任 を 離れ る事になった。47) 忠次郎は 30 年

6 月21日に久松尋常小 学校と 高師附属 音 楽 学校を 辞し， 香川 県尋常師 範 学校へ転ずる事にな
ったっ 他の4 名 の訓導たち も， 病に倒れたもの， 急死したも の， 転 職したもの東 京 を 離 れ
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48) たものとい う 状 態 で， 日 本遊戯調査 会はこ の時， 一 時休止とな っ たのであ っ t.:,,

4 .  香 川 県尋常師範学校へ
訓導をし ながら2 , 3年間 日 本法律学校へも通 っ ていた忠次郎は， 多数の法律書を 携え， 法

律学生の 見送 り を 受け， 四 国へ渡 っ t.::o48 ) 明治 3 0 年 6 月 2 2 日付で香川 県尋常師範学校体操
49) 科助 教諭兼 書 記と して着任した。 忠次郎は唯 1人遊戯研究を 継続できる立場にあ っ た3 彼は

熱心であ り ， 故 郷松島と東 京 を思いつつ教育研究に励む 日々であ っ た。 後で続々 と 出版する書
籍の構想を 練 り ， 草 稿を 書き， また地方の教育界に於ても活躍したのであっ た。

この 頃， 後に 東 京女子体操音楽学校の後継者となる 藤村ト ヨ も香 川にあ っ た。 ト ヨ は， この
師範学校に2 8年4 月に入学し， 既に， 2 9 年 3月には病気の 為に退 学し， 2 9 年 6 月から
3 1 年4 月までは母校の坂出 尋常小 学校で代任 訓導を つとめ， 以後は加 茂尋常小学校に教鞭 を

と っ てい t.:o そして 忠次郎よ り 一足早く4 月には 上 京 し女子高等師範学校本科理科へ入学した
5 0) 

のであ った。 これ までト ヨ は 忠次郎について「女高師時代 の恩 師」， 「 香川 県師範学校並 び
に女高師時代に指導を 受けた」と述 べて お り ， 両者 の出 会いについて 問題 であ っ tU) しかし ト

5 1 ) ヨ は後者を 記 したのは1度だけである。 同 じ香川にはあ っ たが 出会いは なかっ たのであろ う 。
忠次郎も 32年 5 月には2年足らずの 香川での 生 活に終止 符を打 っ た のであ っ た。

3 私立 「 東 京 女 子 体 操 音 楽学校 」 の 創 設

1 .  再び東京へ， 女高師奉職とト ヨ との 出会い 。
日 本体育会はそれまでも附属 体操練習所を 設けていたが， 明 治 3 2 年からは政 府からの補助

52 ) 53 ) 金 を得， 会 務の拡大を計 っ ていた。 忠次郎 は依 田 直伊， 小野泉太 郎 の推薦によ り 日 本体
育会体操練 習所(3 3年 5 月には， 体操学校と改称） へ招聘されることと な り ， 上京してきた
のであ っ t,:,,

54 ) 3 2 年 6 月から， 3 6 年 9 月まで（途中， 3 3年 1 2月から 34 年2 月まで退
55) いた） ， 教師をつとめた。 忠次郎ぱこれまでの研究， 実践をいか しさらに遊戯の研究を進め

t,:,, そして早くも， 3 2 年 8 月には， 依 田， 小 野， と の 合著で 「 最新 ベ ー スボ ー ル 術」55) _  を，
3 3 年 5 月には依 田と共編で 「 音楽応用女子9旦 法 」 を出 版し， 以後も次々と 成果 を著わ

していっ たのである。 56 ) 
これらの 活動が認 められ， 3 3年12月には， 体育界第1人者であ っ た坪井玄道の 欧米留学

のため の後任として女子高等師範学校の体操科 教師を 嘱託 されたのであ っ た。 この女裔師へ の
奉職は彼にと っ て多くの 意義があ った。 まず， 社会的に信用 を得， 彼が次々と 出 版する図書は
どれも再版 を重ねた事， 次いで， 女子の 体育に関する研究， 指導に一層力 を入れ た事。 彼は既

5 7 )  に西 村 正三郎の 「女子体操ハ 須ラク楽器 ヲ 使用 ヽンテ興 味 ヲ 副 フ ベ キ」 という 教えによ り ， 女
子の 体育の 分 野 の研究を 重ねていに 数年間にわたる 各学校での実 践と， 外国書 籍を参考にし，
さらに西 洋人からの 実地伝習によ っ て， 「 音 楽応 用 女子塁 塁 法 」 を著 していたのであ っ た。

5 7 ) 
それは「女子儒操の 改良」 を唱 える者があ っ て も， 実際の方法を 記述 したものがな < , 課業
を随意の運動にした り ，

57f廃して いる 学校が多いので， 高等女学校， 高等 小学校の 教科用書に
編 集したものであ っ t.::o 特徴は， 「呼唱 ヲ 廃 シテ其調節 ノ 緩急ハ 楽曲二 合 、ンテ行 フ 」 も

57 ) 
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57 ) 
のでそれ により女子に 於て 「最も快楽でかつ静粛 に」 「動作優美で女子の品位をそこなう憂

57) はな い」 もので準備法， 体 操法 （ 普通体操法を骨 子とした） ， 遊戯法から成り， 遊 戯法は女
高師， 同附 属 高女， 音楽学校， 華族女学校で課してい る もの から優美な 部分を取り出したもの
であ っ た。 彼は女高姉 に於て 一層研究を進 めた。 最後 に藤村 ト ヨ と の 出 会いで ある。 ト ヨ は

11 

3 4 年 4 月 には病気の為 に 退学 し 9 月まで は撰科生として通 学してい tc::o 師弟関係に あったの
は僅か であ っ た。 学業を続けられ な い程病 弱の ト ヨ であ っ たが， 女高師で習得した体操 ・ ダン

スが彼女の生涯を決定す ることに な る。 ト ヨ は帰郷し静養中11月から， 近所の国分 高等小 で
代任 訓導を していた。 3 5年2月から， 5 月に 高松 で開かれ る 第 8回関西 府懸連合共進会の関西
教育者 大 会 での各小学校生徒大運動 会 58) に 出 場す る 為 に 東京で 習ってきた体操， ダ ン スの指
導を 依頼 され， 3カ月の 練 習で健康とな り， 林 田 村長明 寺川原 での ト ヨ の率いる ダ ンスは称賛
を得， 彼女はこれをき っ かけ に して体育の道を 歩むことに な る。 10 月には 体操， 理科の教員
として私立丸亀女学校に 抜 摺 され， 翌1月 には得意 科目 の 数学， 理科の ノ ー ト を焼き払う事に
より体育への道を決意 したので あっ た。59) その月， 高松で行なわれた香川県 師範学校 卒業生 に
よ る忠次郎を迎 えての遊戯講 習 会 に参 加し，60)つづいて 文部省の体操科 教員検定試験を受けた 。
3 7 年 4 月に女学 校を退き， 恩師忠次郎 に 呼ばれ私立東京 女 子体操音楽学校 に奉職した。

2. 日本遊戯調査会の復興
東京での 仕事が 軌道に 乗 った忠 次郎は， 「梢睡眠の状 態であ っ た」6 1 ) 日本遊戯調査会 の活動

を「 之れが実 務に戦掌 せ る 我 れは卿か愛惜の情に 堪へざ る ものあり」6 1 ) であったから再開さ せ，
機関 雑 誌として「遊戯雑誌」を 34 年 9 月2 5 日に 発行したのであ っ t.:o 第1, 2号 に よ る と，
主幹は西川政憲 で あ り， 賛成員として， 忠次郎， 小野， 依 田 をはじ めとして可児徳， 松 田 正典，
白 井規矩郎， 山口酉三郎ら4 4 名がついた。 さ ら に ， 1 号に よると， 懸賞遊 戯審査員の任 に，

34) 忠次郎， 小野， 依田 があたり， 3号 で 調査委員と変 更 し可 児， 山 口が加わ っ た。 忠次郎は 5
号 ( 35 • 3•25 ) で主幹とな り 9 号 (35 • 8 •15 ) では監督 の 地 位 に ついた。 10号 (35 •
9・15 ) に 初めて会長として松平直敬が記載 されてい る。 会長は， 2 巻4 号 (36 • 6 • 15 ) で
は， 松平直敬の貴族院当 選 に より， 永 井 直 哉が就任 し， 主幹， 忠 次郎， 特別顧問 依田， 小野，
可 児， 山口 であ っ t.:o したが っ て日本遊戯調査会は忠次郎を中心として復輿されたの であ っ た。

会の設立目 的は， 3号 によ る と「本會は各種 学 校並 に家庭に於て行ふ遊戯の研究調査を為し，
以て斯道完全の 発達を期す る 」62) であり， 1 0 号 に なり「本邦 古有の遊戯と欧米各国の 遊戯と

63) 
を調査して 教育上最も有益 な る遊戯を構成し， 斯界に 貢献 せんとす る に あ り」 と改め られ，
以後はこれ に よ っ た。 この目 的を達す る 為 の事業は途中で変 更があ っ たが， 次の 5 点， 即 ち，
1 ．会員を募集すること， 2 ．各府 県枢要 の 地 におけ る 支 会支 部活動， 3．講 習 会の開 催， 4 ．内外の

遊 戯の 凸説 遊戯法及び遊戯用器 械等の調査考 究， 5 ．図甚， 及び機関として 「遊戯雑誌 」の発
/-62)6翡64}
付 であ っ た。 1．に ついては， 3 5 年 (4 号， 2.2 5 ) には12 0 0人余， 3 6 年
(2巻 5 号， 7 .1 2) に は2, 300人余， 3 7 年(3巻4 号 ， 1.1 5 ) には 3,000人余であ
っ た。 会員は各学校の教員を主体としていた,., 2．に ついて は， 支 会支部の設立以前は地方 委員
により地方 通 信が行なわれ， 運動会の様 子等が遊戯雑誌 に 掲載された。 支 会支部はまず， 3 5 

年 8 月に 香川 県， 福岡 県， 三重県， 栃 木県， 1 2月に 徳島 県， 静 岡 県， 沖縄県， 京 都府に各支
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会が結 成され， 他に東京市内には， 麹町， 浅草， 本所， 日本橋 に設 けられた。6 5) 会員は1と 同
様に教員が主体であ り， 講習会の開催が主な活動であった。 3については， 34年には追戯雑誌の発
行以前の 8月に， 山田源一郎（唱歌）， 忠次郎 Q乞戯） を識甜として1 6 6名（内女子4 2名）を集めて遊
戯夏季講習会が神田中学校に於て実施され， 1 2月から翌1月にかけても， 体操， 遊戯 唱歌の冬季講習会
が10 0余名 を集めて神田中学校で実施されtふ 以後も学校の各佑程に開か札 36年8月には地方講習会
が1 5 ヶ所を数えている。 4 ．につい ての成果は毎月の「 遊戯雑誌」を通 して発表 され た。 忠次
郎自身， ほぼ毎号発 表しており， その内容を大別すると ， 英国， 米国， 独逸で行なわれてい た

66) 6 7) 68) 
遊戯を 紹介したもの， 忠次郎 自 身が作戯した遊戯の 紹介， 忠次郎自身の経験談 等であ
った。 遊戯用器械については， 4 号では， 遊戯体操器具 製作所を設置したと 記述があるが， 定
かではない。 日本遊戯調査会の監督の器械艘作販売所として内外教育品商社， 北川商店を指 定
し 69) 70) あるい は， 調査会撰定の20余点の 「新撰遊戯器具」 を 教育品 製造社 から， 調奔会

7 1 )  
の調査による数十種の器具を入 れた「新案學 校 遊戯器具」 を 榊原 文盛堂から発売しており広
く各学校で使用 され た， 5 ．については， 「遊戯雑誌 」は ほぼ月1回， 最初は1号 (34.92 5 )  
~1 2 号 ( 35.12.1 5 ) まで， 次に2巻1号 (36.2.2 5 )から 6 号 ( 36.7.30) , 3巻1号
(3 6 .9 .3 O ) から 6 号 ( 37.3.15 ) ， そして4 巻1号が 3 7 年4 月1 5 日に発行 された。

72 ) 
忠次郎は 明治 3 9 年 7 月に「 6 歳の機関雑誌 は十数万の 冊 子を頒布し た」 と記している事

から， これ 以降も出 版さ れtea しか し， 現在， 所在が不 明で探索中である。 支会支部も こ れを
機関雑誌とし， 後述する体操教員同志会 （のち橙育奨励会を経て， 国 民憫育奨励会） の 機関 雑
誌 も 「遊戯雑誌 」の1部を借り， 東京女子体操音楽学校の募集広告および関係 記事の 掲載もし
学校を全国に広める役割を果た したる 図 書 は会員個人によるものが多く， 日本遊戯調査会によ
るもの は， 「小 学適用遊戯軌範」73 〉 （ 高橋， 小 野校訂） 「最新舞踏全集」 （高橋校 閲， 榊原文
盛堂， 明治 3 6 年 7 月） 等であった。

日本遊戯調査会の再建後， 3 5 年 5 月 には， 並列 して 「髄操教員同志会」 が「本会ハ髄育研
究者， 一致圏結 ヽンテ斯道発達隆盛 ヲ 計ル ヲ 目 的 ト ス」として結成されtea 機関雑誌 ， 事務所共
調在会を借用した ものである。 会員は高等師範学校若しくはそ れと 同等以上の教育に従事する
ものと規定した 特別会員と他の通 常会員から成っており， 当初特別会員は10名， 3 6 年末に
なり特別会員は1 9 名， 通 常会員は11 0名であった。 当 初から会員 互選により， 理事に忠次
郎と可 児がつき， 3 5 年12 月になって松平直敬が会長に着任した。 事業は 講習， 支会， 機関雑誌
の発行と， 調査会と同様であったが， 研究対象を遊戯に限定 せず ， 会長による就職斡施 を行う
点は異ってい た。 講習 は文部省検 定受験者のた めであ り， 他に留学帰りの 井 口 阿 ぐ りや坪井 玄
道 を迎えての講演 会の開催等を広く実 施 したのであった)

3 5 年11月には 「髄育梃励会」と 改称し， 3 6 年1月には， 検定受験者の ため に常設体操
遊戯講 習部が設置され， 新 たに 遊戯研究に関する事業も加 えてい た のであったが ， 3 6 年 5 月
には， 会費前納 の会員が 5 分の1とな り， 維時が殆ん ど困難とな り1時休会する。

半年の 休会の のち， 1 2 月になり， 「国民髄育奨動會」と改 称し再興された。 この時機構の整
理が行なわ れ， 日本遊戯調査会とそ の附属的存在であった 東京女子謄 操音楽学校は奨励会の1
部となった。 事業は大き く2つに分け， その1つは， 教員養成の為 の事業で， 「 東京女子謄操

74) 
音楽学校」と「 東京憫操伝習所」 である。 1つは， 「日本遊戯調査会」であ り， その中 に
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7 5 )  
「 1遊戯雑誌社， 2．遊戯音 楽練習所， 3 ．櫻舞踏倶 楽部， 4 ． 出 張講習 会， 5． 支會及支部， 6 ． 器

具製作所」 があ っ た)
7 6) 

3 .  東京 女子体操音 楽学校の 創 設 と 忠 次郎の役割

( 1 )  東京女 子体操 音楽学校設立 以前の女子体育の 概略

明治初期 に は 女 子体育 に関 しては 衛生論 と し て， 女 子の つ と め と して の 育児 と 家事の 面 か ら

必要が述べ ら れ， 運動の必要 性 を論 じた も のは 少 < , 1 0 年代末には 西洋 婦人 や男 子 と の 比較

か ら 日 本婦 女子 を 改良する に は運動 が必要であ る と 主張 さ れは じ め た。 女学校， 高等 女学校に

つい て みる と ， 官立では， 明 治 5 年以 後 「 養 生 法」 が課 さ れ， 8 年 に は 「体操」 が加 わ っ た。

1 6 年に は 「軽運動」 が週 2 時間 課 さ れた が， 1 9 年 末 に は 教 科 時間外 に 課 さ れ る。 こ の こ ろ

公 立では 「体操」 をほ と ん ど実 施 して お らず， 私立の プ ロ テ ス タ ン ト キ リ ス ト 教主義女学 校の

中 に は 「柔軟体操」 や 「婦 女子 の休 操」 を ア メ リ カ 合衆国や カ ナ ダ の 師範学校 や大 学出 身 の 婦

人教 師に よ り 指導 さ れ る も の があ っ た。

2 0 年代 に な る と ， 衛 生論 に 運動 を加 え て 論 じ ら れ， 女子体育 の 主 目 標 は 強い 子供 を生むた

めに 女 子の 身体 を強健に す る こ と であ り ， 国 家に と っ て有益であ る た め であ っ た。 広範囲 に わ

た る 運 動が奨励 さ れる よ う に な っ た。 女学校， 高等 女学校 に つい て は， 官立では 明 治 2 6 年 以

後， 「普通体操」 に 「遊 戯」 を 加 え週 2 時間 男 子教 員 に よ り 指導 さ れ た。 公立では 明 治 2 6 年

の調査 に よ る と 7 校中 4 校が 「普通体操」 を中心 と して 実 施 さ れて いた。 プ ロ テ ス タ ソ ト キ リ

ス ト 教主義 女学校はほ と ん ど実 施 さ れた が朝食前や放課 後 の 授業 時間外 に適宜 に実施 さ れ， 正

規の 授業 時間 内 に 実 施 さ れ る の は 希であ っ た。

3 0 年代に おい て 女子教 育の 目 標は 2 0 年 代 と 同様， 国益に な る 良妻賢母 の育 成であ り ， 体

育 も そ れに 準 じて いた。 多 様の運 動が奨励さ れた。 高等 女学校に おいては， 徐 々 に 「普通体操

及遊戯」 が実 施 さ れる よ う に な る。 明 治 2 8 年 1 月 2 9 日 に 「 高 等 女学校 規程」 で， 体操は 必

修 と な り ， 「普通閥操若 ンヽ ク ハ 遊戯 ヲ 授 ク ， 閥操 ヲ 授 ク ル ニ ハ 精神 ヲ 爽快 ニ シ身憫 ヲ 健康ナ ラ

シ メ ン コ ト ヲ 務 ム ヘ シ」 と 定 め ら れ， 1 ～ 4 年生は 週 3 時間， 5～ 6 年生 は週 2 時間の 実 施 と

な っ た。 3 2 年の 「高等 女学校令」 ， 3 4 年 の 「 高等 女学校 令 施行規則 」 を経て， 3 6 年 3 月

9 日 の 「 高等 女学校教授要 目」 では各学年共， 「 普通体操及遊戯」 が週 3 時間課 さ れる こ と に な

り ， 「教 授上 ノ 注意」 には 「髄操ハ 成 ル ヘ ク 女教員 ヲ 、ン テ之 ヲ 教 授セ シ ム ヘ シ」 も 加わ っ た の

であ っ た。77) 

女 子の 体操教 員 の必要性 は， そ れ ま での 女 子体育 の高 ま り か ら 述べ ら れる よ う に な っ てい た）

例 え ば成瀬仁蔵は明 治 2 9 年 の 「 女子 教 育」 で 「…殊 に 女学校 に於 て は醤 学棚操学に 明 る き 女

教師あ り て， 常 に生徒の身憫 に 注 意 し， 且つ 女子に 適す る髄操術 を 教 授 し兼ね て生理 衛生看 護

憫操等 の 學理 を講義せ し む る を 要す。 今 日 凡て の 女学校 に 於 て斯 \ る髄操 教師 を要 する こ と 頗
7 7) 78) 

る 切 な り 」 と 述べて い た。

し か し， 体 操教員義成機関 は， 明 治 3 5年 ま でに， 体操伝習所 をは じめ と して 1 3 校 が開廃

校 してい た が， 女子が 入学可能 な 学校は 1 校 も なか っ た の で あ っ た。

(2 ) 東 京 女子体操 音楽学校 の創 設 と 忠 次郎の 役割

我が国 の女子体操教員養成機関の喘矢 と し て 私立 「 東京女子体 操学校」 は 3 5 年 5 月 1 o B 
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に設 立 認可された。
まだ女子体操教員の必 要 性は認 識さ れていなかったので， 経営上 の困難を 承知の う えで， 渡

航を 控 えた 忠次郎の体育界を 去るに当たっての記 念碑 と して学校の設立を 企てたのであった。
当時の様 子を次の文が物語る。 「 … 最初女子体操学校を創 立する時に営 りては， 日本でも初め
の 学校だか ら志願者は 少数だろ ー と 言ふ者もあり， 卒業した と て使ふ処が無かろ ー と いふ者が

79) 
多いので高橋氏 の 発起に誰も賛成するものは一 人 と して無かっtc.o 」 そればかりでは なく
計画中止の忠言を したのであった..O それに対し忠次郎 は， 「諸君 の 忠言は誠に隊な く思ふ併し
『 未だ時節が早いから止め よ 』 と は我 意に入らない話である。 諸君は時節が来たら創 立 せ よ と

の意 な らむ， 僕は所謂世に先だ っ て憂ふるものである。 比度の 企業たるや決して金 銭上の利益
よ り計轟したのでは無い， 賞は僕は一 両年中には必らず 渡航を企る者だが サテ今日まで十有五

年の間斯道に儘痒した我 輩も何の 名 も な く轄職するの も不 本意である 。 如何かして我 国證操界
の歴史の中 に特筆大書は 出 来まいが其幾分たり と も斯界 に 盈された と 言ふこ と を後人をして知
らしたい夫れには本邦の女子證操学校が何 よ りの紀念碑である と 思ふて決心した繹で幾ら金 銭

上に於 て 損耗をする と も素 よ り覺悟で ある此の損耗たる予に採りて は予が斯界に 儘痒した と 言
7 9) 

ふこ と を長吋こ 廣告するので廣告料 を 支 彿ふのだ と 思へは大丈夫であるから諸君 は先ず創 立する
と して十分なる御副心を 願いた 、 7 9) 

I... し 」 と 答 えたのであった。
前述したよ う に ， 忠次郎は日本遊戯調査会の主幹 と して 遊戯研究をすすめ， 特に女子のため

の 遊戯の研究に 力を 入 れ， すでに 「音楽応用女子髄操遊戯法」を著わ し， 自ら作成した 「四季乃
な がめ」， 「 姫鏡」， 「女子儒育奨励の歌」等の行進 遊戯を叢 書 と して次々 と 著わし， こ れ ら
は小 学校， 高等女学校において最も盛んな 遊戯 と なっていた。 また， 忠次郎は日本体育会体操
学校で体操教員養成の， 女高 師で女子教員養成の任にあ っ た。 さらに， 両校の教師であったか
ら社会的に も信頼があ り， 彼の著書はどれも再版を 重ねているこ とから資力もあった と 考 え ら
れる 。 これらの事情から， 忠次郎は我 国嘴矢の女子体操教員養成機関を創立する に ふさわしい
人物であったと い え よ う 。

日本遊戯調査会の 会員によ り 3 5 年 4 月開校 を目 標 と して 準備が進 められ， 附 属的存在であ
った 。 東京 府知事へ 「東京女子 体操学校」の設立 願が 3 5 年4 月2 3日に設立者， 山崎周信の
名で提 出され， 5 月 10 日に 「 私立 東京女子体操 学校」 と して認可された。 「女子師範学校高
等女学校女子小学校 ノ 女子体操教員ヲ 養成ス ル」こ と を目 的 と し， 修業期 限 ハ本科六 ヶ 月， 研

究科は 期限を 定めておらず 両科 合わ せて 7 5 名を 定員 と して いた。 本科入 学 資格は， 小 学校准
教員免許保持者， 高等女学校三年級修業者， 教職経験者及び同等の 学力を 有する ものであ り，
研究科は高等小 学校 卒業者であ った。 教科は学科 と 術科 に分かれ， 学科 と しては倫理， 国語，
教育， 家政 生理， 解剖， 衛生， 体操二関ス ル 学科（ 造 機学） の 8 科， 術科は， 普通体操， 薙
刀 体操， 普通 遊戯， 舞踏， 救急療法の 5 科， ほかに随意科 と して 「生花， 茶， 琴， 礼法 ヲ 授ク」
と してい た。 授 業 時間は 各科共毎週 3 3時間であった。

80) 

認可に先 立ち， 遊戯雑誌 6 号 （ 明治 3 5 年 4 月 2 5 日） の特別広告に 「 東京女子体操学校 」
と 「東京女子唱歌学校」の生徒募 集広告が掲載され た 。 両校は兼 習が 可能であり 5 月 15 日が
開校予 定であった。 設立者名 は 山 崎であ り， 忠次郎は氏名が記された 3 3 名 と 他数十名に及ぶ
「賛助員」の1人 と して， また， 監督兼舞踏 の講師と して記 載さ れた。 校長欄 は空 白であった。
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81 ) 
講師は華族女学校， 女高師， 高師， 東京 音楽学校の 教師ら 2 3 名 で我 国において最 も権威
ある教師達であ っ た。

設立者山 崎周信は， 牛込区築 地町 6 番地に居住する平 民であるが， 賛助 員でも講師でも 日本
遊戯調査会の 会員でもなかった。 おそ らく忠次郎 らの 計画に賛 同して助 力を したのであろ う と
思われる。 したがって 忠次郎は， 実際には設立者であったが， 自 らは表向きは設立者も， 校長
も名乗らず， 監督 と して経営に当たって いたのであ っ t.::o

校長については 準備の段階から人 選が行 なわれ， 「憫操も巧者でもあ り 斯界には興味を以っ
79) 

て居るので校長の事も快諾 せられた」 ， 賛助 員の 1 人であった松平直敬が着任し 6 月 8 日 の開
82) 

校式には告辞をしたのであった。 公文書上では11月2 6 日 に校長 認可願が許可された。 松
平は前述したよ うに， 日 本遊戯調査会の会長も兼ねてい 応 彼は 陸軍歩兵少慰 正 五位 子爵で 学
習院研究科 を終業し， 栃木 県第1 中学校， 私立 日 比谷中学校の 教員を経て当時は 学習院教 授任
務を 嘱託されていた。

開校するた めに校舎， 校地 を探した結果 ， 戸外の運 動場が広い (1 6 2 5 坪） た め， 小 石川
区 上富坂町 3 9 番地 の独逸神 学校を 午後だけの 使用で月 3 0 円で借 り る事と なった） 神 学校の
監理人ハ アー ス氏が青年時代独逸において， 体操の教師， 遊戯憫操に関する雑誌 の発行の経験
があった為快く貸 してくれ たものであ っ た。83) 

遊戯雑誌 6 号 （明治 3 5 年 4 月 2 5 日 ） に記載された， 東京女子体操 学校 と 東京女子唱歌学
校の併立は， 忠次郎の 私立東京 体操伝習所 と 東 京唱歌専 門学校が兼 習 可能であっ た事を 模した
ものであろ う 。 彼は体操に音 楽を配した方 法および行進 遊戯に唱歌を結 びつけた方法を とって
いたから体操学校設立 の際にも 唱歌学校を 設立しよ う と したのであろ う 。 設立 願は体操学校の
みを提 出し， 唱歌学校の設 立願の提 出 は10 月2 7 日であった。 しかし遊戯雑誌 8号(3 5 .  7 .  

体操巴5 ) の募 集広告では東京女子 子校 と なって おり， 学校そのものは機能していた と 思われる。唱歌 8心唱歌学校の設立 願に対して， 「• ••一応実地 ヲ 調査 シタ ル 上詮議 可然 卜 認 メ候」 と なっていた
体操が， 調査の う えで指導が行 なわれたのであ ろ う 。 11 月 2 2 日 には私立 東京女子 学校として音 楽

校名 変更願が提出され 2 6 日に許可され 「音体 」は スタ ー ト したのであった。
経営の 都合から， 開校早々 度 重なる移 転が開始する。 開校後1 月足らずの 7 月 5 日 発行の遊

戯雑誌 8 号の募集広告ではすでに小石川 区若荷谷町 9 4 へ移転している。 これについて「 … … 午
後だけ借る校 舎の 費用を三十圃 出す と 言ふ事は 出来 ない と 言 ふこ と からニカ月計 り 借 り て寄宿

85) 
舎制度を採 り 山 崎周 信 氏が学校創立者 と な り 寄宿舎の一切を櫓 営するこ と にな っ た」 とい
う1文もある。 開校時から公文書では 設立者は山崎であったが， 公文書は どれも時期の ずれが

あるから， この 1文を採用すること も考えられる。 おそ ら く 山 崎は， 資 産家であったのであろ
う。 公文書上では10 月1 8 日 に苔荷谷へ の 移転届が出され， 1 0月2 9 日 に東京府は「 寄宿

84) 舎設置ノ 件併テ実地視察ヲ ナ ス事 卜 致度 … …」 と 報 告している事からそれまでに寄宿舎は 用
意されていた のであろ う。 若荷谷は校舎 2 3 坪 5 合， 運 動場 1 9 3 坪 2 合 5 勺であった。

3 6 年 3 月には麹町区飯田町4 - 3 6 に移転した。 1期生はわずか22 人の入学， 1 7 人の
卒業であ り ， 延期を 重ね， 補欠募集をした 2 期生がよ う や く 入学してきた時であ った。 以前に
も増して狭く， 校舎 2 6 坪 5 合， 運 動場は 3 6 坪 2 合 5 勺であった。

さらに， 公文書には記録がないが， 3 6 年 6 月 2 5 日 付の遊戯雑誌 による と 神 田 区 仲猿楽町
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1 5 へ移った。 当時ここに は帝国 女学校 があ り ， おそら く 借 り ていたのであろ う。
同じ く 公文書に は 記録 がないが， 3 6 年 9 月 3 0 日 付の 遊戯雑誌 3 巻 1 号によると， 再び麹

町区富士見町2 - 3 2に移転した。
5 度目 の移転はこの年の末， 3 6 年 1 2 月 である （ 遊戯雑誌 3 巻 3 号）。 公文書上では 3 7 年

3 月 3 0 日 と な っている。 苔荷 谷 へ戻ったのであった。 この時， 3 月 2 9 日 には 山崎から 忠次

郎への 設立者変更の 届が 出 さ れた。 3 6 年 1 2 月は 前述したように国 民体育奨励会が再輿 さ れ，
日 本遊戯調査会の 附属的存在 であった学 校がその事業の 1 つに組み 入 れら れた時で あった。

遊戯雑誌 4 巻 1 号 で，「高橋氏 は版 を重ねた著書の 印 税は 調査会と関 係ある事に使用した」 と記
さ m羊細について は次号に述べると予 告

8 6 ) しな がら次号 が 入 手 できないため 裏付け がな いが，
この時山崎の 援助を 断 ち， 自らが 名実ともに 設立者と な っ たのであろう。

3 カ 月後の 6 月 2 4 日 には， 「校 舎狭溢 二 付」下谷 区谷中真島町へ移 転し， ここでは 1 年 2

カ 月の長期に わたっtこ 建 築物 1 3 6 坪， 校舎敷 地 1 4 2. 5 坪， 運動場 2 5 2 坪であった。
忠次郎にとって は 最後の 移転が 3 8 年 8 月にな さ れた， 北豊島郡 日 暮 里村 1 0 8 8 番地 妙隆

寺 （通称花見寺） 境内へである。 建坪20 6 坪， 敷地 1 0 9 1 坪 で寺と の 共有である。 3 9 年
2 月 1 日 には この寺の住 職， 福田 観 学 が 設立者に 加わった。 3 7 年 4 月から教師をしていた藤
村ト ヨ は「 明治 3 9 年4 月， 高橋 忠次郎 氏公職 ヲ 辞スルト共二 永井氏 二 代リテ 本校 ノ 校長トナ
リ， 専ラ育英 ノ 任 二 当 リ其 ノ 経営 ノ 方 面ハ 東京 府下 日 暮 里町花見寺住職福田 観学 氏 二 託 、ン， 同

87 ) 寺内 二 移ス 」， 「花見寺 に居る時創立者 高橋忠次郎 はそ の経営を花見寺の住職に託 さ れて 渡 米
88) 、せられた」 と述べ ている事から， 渡米を 控 えた忠次郎は ， その 後の経営を 住職に委ねたので

あろ う。
第 1 代 校長は松平直敬である。 第 2 代 は 公文書 に 記録がないが 永井 直哉であった。 日 本遊戯

調 壺会の会長は， 3 6 年 6 月に松平の貴族院 議員当選によ り 永 井が 就任 して お り ， 3 6 年 1 2 

月 ( 3 巻 3 号） から 3 7 年 4 月 ( 4 巻 1 号） の遊戯雑誌 の広 告には 「 校長， 永井直 哉」の記載
があ る。 3 8年4 月から 8月の間に東京都へ提 出 さ れたと思 われる「 私立 東京女子体操音楽学

8 9] 
校規則」 こは校長名 を 欠いており， 忠次郎は監督者， 本校 創立者となっている。 したがって再び校長
を 欠 く 期間がありその後， 3 9 年4 月に 忠次郎が第3代校長に就任したのであろう。 忠次郎の名 前が
校長として初めて公文書に 表われるのは渡米後の4 0 年3 月「校長高 橋 忠次郎代理， 山本祐 吉 」の
記載 である。 したがって 忠次郎 は 創立者であり， 校長であった時に渡米したのであ っ た。

忠次郎の渡米後は 山本祐 吉 が校長代理を 務 め， 4 0 年 9 月には 太 田 勘 七 が任 を 継いだ。 その
後について はト ヨが Ui しば述べる。 「 校長 高橋氏渡米後在学生著 ヽンク減少， 設立者福田観学
氏ハ 其 ノ 経営二 支障 ヲ 生 ジ ， 遂 二 同四十一年二月内容 整ハ ザル故 ヲ 以 テ 東京 府 ヨ リ来 『 三 月限

88) 
リ閉鎖ス ベ シ 』トノ 命 ヲ受クル ニ 至レリ」。 この時からト ヨ の 活躍が始 まるのである。 ト ヨ は
「 当時私 は 講師として， 教育， 生理， 解剖等受 け 持って 居た位で 学校に 対して は何の権威もな
い者 であったが， 職員中に は寧ろ学校を廃して， 他人自ら新し く 設立 せんという野心を持った
もの もあ り ， 其 他は是に対して 再興すると云う 熱心な者 も無かった。 当時数十名余 り の生徒は
団結して 私に泣き鎚ってきた， 私 は家庭もあ り 学校 を経営すると 言う意 志は毛頭な く ， 高橋氏
が渡米前に 私と私の主人に学校を 維持して くれと頼ま れたのを断然断って ， 一時高橋氏に立腹
せられた程 であったが， 卒業生のため， 高橋氏に対する責任のため ， 女高 師の先生方 に奨め を
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90 ) 
受け 」 再興 したと事情を 説明している。 恩師の町 田則文， 坪井玄道の労により閉鎖命令の取
消を受け 4 1年2月 3 日 に本校設立 認可の指 令を受け， 同日 には規則改正 許可願 を 学校長藤村
ト ヨ の名で提出したのであった。 ト ヨ は昭和 30年に没する まで4 7 年間そ の任にあ り， わが

国女子 体育界， 東 京女子体操音楽学校 一 「音体」 一 のために尽したのであった。

4 渡 米

1. 渡米とその背景
忠次郎は 3 9 年12月 末に渡米した。 東京女子体操音楽学校では在校生， 卒業生， 教員が盛

大な送別会を 催し， 郷里松島町においても12 月 6 日 に送別会が開かれ 「渡米者の送別会」
と新聞にも報じられたのであった。 しかし現在， 外 務省外交史料館所蔵 の 海外留学生， 移民者
名簿， また外国旅券下付表にも氏名 を見い出すことができず ， 出航 日 について は確認できない。

92) この時， 忠次郎は， 姪きよ せの夫であり教員であ っ た高橋 （旧， 谷 口） 謙造 を 併った。 忠次
郎の渡米はこれまで体育研究のためとされ て おり， ト ヨ は 「生徒の増加に 比して 設備の不足を

90) 感じ， 発心して， 研究芳々設備 費を作る為に一時学校を 他人 に委託して渡米 せられた」 と記
し， 宮原小治郎は明治 4 0年1 月 に「今や 高橋氏遠く米国にありて 専心研究に従事せらる」93) 

と 記す。 しかし一方でト ヨ の言う費用 を得る為からもう一 歩進んで， 実業界への転職のためで
あったの ではないか と も考 えられるのであ る。 前述したように， 忠次郎は私立東京体操伝習所
への入所と同時に東京 簿記精脩学館に学び， のちに 日 本法律学校にも学 び， 香川へ渡る際にも
法律法を携 え， 学校 創立の際には， 一 両年中には渡航を 企て 転職の予定であると述べたのであ
った。 一 両年中という予定が延 びたのは学校の安 定を待っていたためであろう。 安定し創立者，
校長とな り時期を得， そこにもう1つの要因が加わった。 即 ち， 3 8年11月 に文部省へ報告
された「体操遊戯取調報 告」と彼の主張との相違があった。 彼は 「国民教育に在 りては遊戯其
のものの領分は 体操の領分より更に幾倍の大きあること委員諸氏も己に知る所ならん」 と94) 

批判し遊戯の比 重が少ないため 両調査 せよ と 主張し， 彼の研究の集大成として 3 9 年7 月 に
「理論実際小学遊戯教科書」 を著わしたのであ っ た。 また， 取調報告はこれまでの普通 体操に

代わりスエ ー デン式 体操を 認めるものとな った。 ト ヨが 述べる「明治 3 7 • 8年 頃から， 日 本
には専らス エー デン式 体操を採用 し従来において 用 ひられたるリズ ミ カル 運動は体育的運動に
非ずと言ふ 誤見より非常 な圧迫を受け ， 日 本体育の元租坪井玄道氏が 体育界を殆んど退いたと
言ふ 状態にな ったと同時に， （高橋忠次郎は） 其の主張に圧迫を受け 憤慨して 日 本を去 り， 米

95 ) 国に 遊学したのは 明治 3 9 年であった」 は， 適格に当時に表わしているとい えよう。

2. 米国での活動
忠次郎の米国での活動はこれまで全く不 明であるとされ ていた。 ただ米国で盲腸炎で 死亡し

た事だけが 明かであった。 ト ヨ は忠次郎につい て 多くを書き残しているのであるが， 米国での
活動につい ては 人為的にであろうか全 く触れておらず， ただ彼の遺 言に関して だけ 記している。
それは「… … 盲腸炎で彼の地に客死せられ， 先生の最後の遺言 の 『 第一として， 学校の経営と
女子体育の研究を藤村に続けて 貰ひたい。 第二として ， 自分の為に追悼会を開いて 次の事を広
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く全国に報告 して 貰いたい。 研究の中途に して他国に於て 客死することは残念の極み であるが，
高橋は最後まで 女 子体育の為に 真面目 に研究 して世を終 ったと 』 当時臨終 の際依頼を 受けた人

96) が貴骨と共に持 っ て 帰られた」 である 。
今回忠次郎の米国 での活動に関する次のような新たな 史料 を見い出 すことが できた 。 それ ら

は， ①米国の忠次郎宛の書簡… …これらにより， 少くとも明治4 0年 3月 9 日 ～4 1年2月16

日 は S e a t t l e , Wa s h ．に住み， 英語学校を 設立 し， 日 刊新聞櫻洲新紙を発行 した 。 少な くと
97 ) 

も 4 2年 4 月2 0 日 ～ 4 3 年 1 月2 7 日 は J a p an e s e s t o n e, F i f e, Wa s h � に住み
98 ) 

日 本村 を組織 した 。 同じ く， 4 4 年 1 2 月か ら大正2 年 1 月2 日 はAn a c o r t e s --; wa s h . 

に住み， 大正2年 9 月 3 0 日 以降は Ka k i, Al a s k  a に住みアラス カ 遠征中であ っ た 。 ②明
99) 

治 4 2 年8月22 H 発行の松浦との共著「 学庭 遊戯法」 は シア ト ルから原稿を送 り， 「 シア
ト ル育児院 」 よりと記 した 。 ⑧大正2年12 月10 日 に松島 町 で行な われた葬儀における 吊 詞

…「・ ・ ・ 果 、ンテ遠大な る君が 志ハ 以テ足 レリ ト セズ更二 海外二 雄飛 シテ大二 成ス所 アラン ト 欲ス
三十九年十二月断然意 ヲ決シテ北米合衆国 二渡リ華州在留 子弟 ノ 為学校 ヲ 設ケ 新 聞紙 ヲ 発行 ンヽ
テ自文筆 ヲ 執リ広大ナ ル 農園 ヲ 興 、ンテ禾矩 二 親 ミ 底會 ヲ 立 テテ邦人 ノ 為 二 利殖 ノ 道ヲ 講 ジ極北
アラス カ ヲ 探検 シテ事業 ノ 痰展 ヲ 期シ成算 ヲ 抱 キ テ帰途 二 就ク ャ 偶 ヽ 病 ヲ 得テ船中 二 没 ヽン ヌ． 憶

100) 悲夫… …」 。 ④昭和 3年発行の「宮城郡誌」 …「 … 渡米 して 学校 を経営 し， アラ ス カ に渡 り
て新事業を計画 せるが， 不 幸病 を得て蹄國， 療養 せんとする途中にて不 蹄の客となる」 。 ® 

2 7) 

昭和 8年発行 の「仙 台人名大辞 書」 … 「…或は 渡米 して アラス カ に 体操学校を設立するに奪闘
ひとかたな ら ざ り しが， 不幸病を得て蹄 朝の途次不蹄の客となれ ん。 」

101 ) 

これ らにより米国での活動は次の様 であ っ たと思われる 。
シア ト ルに上陸すると， 「 シア ト ル育児院」 という邦人 子弟のための 英 語 学校 を 創 立 し ，

「櫻洲新紙」 という 日 刊邦字新聞を 発行 し自 ら筆を ふる っ た 。 明治 4 2年初頭頃， F i f e へ 移
り， 日 本村

’’
J a p an e s e s t o ne 0 を作 り， 広大な 農園 で自らも耕 した 。 さらに商会を 設立

し邦人のために利殖の道を開いた 。 4 4 年末にはAn a c o r t e s に移り アラス カ 探検の準 備を
すす め ， 大正2年の 9 月には アラス カ に渡り， K a k \ Al a s k a に体操学校 設立 の見通 しを

102) 
立 て 、ン ア ト ル ヘ一 旦戻ろうとする途中に 盲腸炎のた めに船中 で没 し， シア ト ル 日 本人会の
手により葬儀が営まれたのであ っ た 。 103) 

これ らの事項 について， シア ト ル総領事館 を通 して， 邦字紙 「北米報知」 に調査依頼を
し， 尋ね人と して記事の 掲載を し， シア ト ル市， タ コ マ市の 日 系人会に問合わ せを したが 忠次
郎と前述の事項を知る人はな く， 総領事館の調査において もこれらの事項を見い出 せず 死亡 届

104 ) 
もすでに存在 しな か っ k;- - / S e a t t l e Pub l i c  L i b r a r y に も 同様に調査を 依頼 したが，

1 04) 
図 書館の資料からは， どの点についても関連事項は見い 出す事が できなか っ た。 また当時開
校 していたUn i v e r s i t y o f  Wa s n i r g t o n , 及びS e a t t l e Un i r e r s i t y の
Re g i s t r a r s O f  f i c e, Of f i c e o f Gr ad u a t e Re c o r d  s に は修学の記録は
なかっ た 。

死亡については外交史料館に シア ト ルの領事から外 務省宛に 死亡 診断書を添 えて， 大正2年
106) 

1 1月 8 日 付で届けられたとの 記録 があり， 外務省から松島町に届けられた。 死亡診断書
は2 7 年間保存されたのち， すでに処分された 。 「大正弐年拾月拾六 日 午前拾壱時拾分 死亡，
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同月参拾 日 北米合衆国ワ シン ト ン州 シア ト ル 帝国領事館に届 出 …」と忠次郎の除籍簿に記され
ているのである。

シア ト ルでの調査では裏付け をできな かったが 忠次郎は渡 米後は， 体育研究とは離れていた
のであろう。 そのために， これ まで米国での 活動は 明らかにされ なかったのではな いかと思わ
れる。

お わ り に

本稿では高橋忠次郎の生涯と彼が東京 女 子体操音楽学校を 創立 した事情に つい て述べて きt.:o
忠次良即ま体操伝 習所の教育を受け継いだ， 私立東京 体操伝習所に学び， 小 学校 訓導として文学会を 設

立 した事により明治2 6 年に講師の西 村正三郎に出会い， 彼から遊戯研究と 女 子の体操に音楽
を結 びつける事をすす め られ， 西 村らと 日 本 遊戯調査会 を設立 したのであっ応 日 本遊戯調査
会 の 活動は一時停滞 していたが， 忠次郎が四 国赴任から上京し， 日 本体育会体操 学校， 女 高師
の 教師として 活躍するとともに 活動を 再 開し， 3 4 年 9 月には「遊戯雑 誌」を発行したのであ
った。 彼は教師の経験， 遊戯研究， 女 子体育研究を生かす実践の湯として3 5年 5月に我 国初の女子
体育教員養成機関として 東京 女 子体操学校を創立 したのであった。 彼にとって学校は， 彼が体
育界 に存在したという記念碑であった。 彼は実際には創立者であったが監督の地位にあ り，
3 7 年 3 月には創立者に， 3 9 年 4 月には校長にも就任 したのであったが， 彼は 学校 の安定を
見， 彼の主張は体育界の流れに納得でき な くな って来， 3 9 年1 2 月には， これまで進めてき
た転職計画の実現として シア ト ルヘ渡ったのであった。 その後は 学校の危機にも掃国する事な
く， 数々の事業を な し， 遂には大正2年10 月に異国の地に没したのであった。

本 稿では 彼の生涯と東京 女 子体操音楽学校との関係につい てのみ記しt.:o 彼の遊戯論， 女子
体育論， 東京 女 子体操音楽学校の教育については今後の課題としたい。
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注

1 ) 戸籍や松島町 時代 の 只物， 松島第 1 小学校沿革 史， 明 治 2 0 年 1 1 月 8 日 の 「小学校授 業
生」 の 免 許状， 昭 和 8 年発 行 の 「 仙 台 人 名大 辞 書」 に は， 忠治郎 と 記 さ れて お り ， 明 治 2 3 

年 3 月 2 0 日 の 東 京恰操伝 習所 の 卒業 証 書 お よ びそれ以降 の免許状， 著作物 に は忠 次郎 を用
い て い る。 なお 彼 の 墓 も 忠 次郎 と 記 さ れてい る。

2) 今村 嘉雄 「 日 本 体 育 史」 ， 不昧堂， 昭和 4 5 年， P .  4 4 8 , ま た ， 今村嘉 雄 他編 「新 修体

育 大 辞 典」 ， 不昧堂， 昭和 5 1 年， P .  9 5 6 , 大石三 四郎編 「体育人名 辞典」 ， 逍遥 書院，

昭 和 4 5 年 ， P . 1 3 1 も 同様であ る。

3) 竹之 下休蔵， 岸 野雄三 「近代 日 本学校体 育 史」 東洋館， 昭和? 4 年， P . 5 9 

4) 「藤村 学國 7 0 年の 歩 み」 藤村学 園， 昭和 4 7 年， P . 2 0

5) 竹之下 休蔵， 岸 野雄三， 前掲書 P . 5 9 , お よ び 「藤 村学園 の 7 0 年の歩み」 p J 8 は 3 4 年 と
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し， 今村嘉 雄， 前掲 書， P . 4 5 9 , 今村 嘉雄 他編， 前掲書， P . 9 5 6 お よ び， 大 石三 四郎編，

前掲書 P . 1 3 1 , 野 勢修一， 「明 治 体育 史 の 研究」 ， 逍遥 書院， 昭和 4 5 年， P .  2 1 5 は 3 5

年 と してい る。 秋葉尋子 「 『 遊 戯雑 誌 』 に お け る 日 本 遊 戯 調査会の 活動 」 （ 日 本体育 学会 第
2 4 回 大会号 ） 昭和 4 8 年 P . 3 5 は 3 4 年以降 の 日 本 遊戯調在 会の 活動 を報告 してい る。 創

立期 の事情 に ついて は 述べ て い な いが ， 創立 日 は 2 6 年 1 1 月 3 日 と し てい る。

6) 「藤村学 園 7 0 年の歩み」 では 実際の 設立 者 であ る が 当 初監督で あ っ た と す る が ， 今村，

前掲書 P . 4 4  8 , 今 村編， 前掲 書， P . 9 5 6 大石編， 前掲書， P . 1 3 1 , 竹之下 ・ 岸 野， 前

掲書， P . 5 9 で は 設立者 で あ る と す る。

7) 渡 米 と 客死につい て は ， 今村紺， 前掲書と 「藤村学園 7 0 年 の歩 み」 に 記 し て いる。 しか

し， 米 国 に 於 け る 活動は全 く 不 明 で， 死 亡 日 も 確 認 さ れてい な い。
8) 当 時は 戸番 を用 い， 旧い 順 に 番 号 を つけて い た。 明 治 3 1 年の 改 正 で地番 を使用 す る こ と

と な り ， 現 在 は 松島 町 1 4 番 地であ る 。
9) 遺族 の 高橋 勝 さ ん ( 7 2 オ） ， 隣家の 林 な ほ よ さ ん ( 7 8 オ） ， 昭 和 5 3 年 8 月 談
1 0) 著作文 に 本 名 の 代わ り に 用 いた り ， 所持品 に 記 し に 渡 米後は 「櫻洲」 と 称 し， 墓 に も

刻 して あ る。
1 1) 宮城県宮城郡 教 育会 「 宮城郡 誌」 昭和 3 年 ， P . 9 4 1 
1 2) 同 上， P . 1 4 9 

1 3) 松 島町誌編纂委員 会 「 松 島町誌」 昭和 3 5 年 に よ る と ， 1 4 年 4 月 ， 高城 初等学校，
1 9 年 4 月 高城尋常 小 学校 ， 2 3 年 4 月 松島尋 常小学校 と な り ， 現在は 松 島 第 1 小 学校 で あ

る 。
1 4) 松島第 1 小 学校 「 学校 沿 革 史」 に よ る と ， 2 0 年 1 2 月 2 2 日 に 月 俸 4 円 で拝 命 し て い

る 。 2 2 年 5 月 7 日 か ら 6 月 1 B ま で 1 時退職 し 1 0 月 1 8 日 依願 退職 と 記載 さ れて い る 。

1 5) 宮城郡 長か ら 2 0 年 1 1 月 8 日 に 3 ケ 年間 の 「 授業 生」 の 免 許 を 得 tこ
1 6) 大場一義 「体育 教師養成機関の 変遷 （明 治期） 」 筑波大学講義用 資料
1 7) 東京都公文書館願伺録 （筑波大学， 大 場 一義先生資料 に よ る） に よ る と ， 明治期に 東京

に は ， 官 公 立 を含 め て 1 7 の体 育 教師蓑成機関 が 開廃校 さ れ た）

1 8) 他の 4 校 は， 私立東 京体操 学校 ( 2 0 年 5 月 7 日 開校， 宮城師範 学校卒 業 の佐藤信有に

よ る） ， 私立東 京 体操専修館 ( 2 0 年 1 0 月 3 日 認可， 戸 山学校， 高 師 修学 の 吉村信盛に よ

る） ， 私立東京体操専 門学校 ( 2 1 年 3 月 2 日 認可， 東京府体操術速成 伝習所卒 業 の古賀与
ー と ， 私立東 京体操学校来 業 の 萩谷 音次郎に よ る ） 私立 東京 体 操専修 学校， （ 2  1 年 1 0 月

3 日 認可， 私立東 京体操伝 習所及 び東京府体操術速 成伝習所卒業の 依田 直伊 と ， 私立東京 体
操 学校卒 業 の 小嶋 市次郎に よ る ） 。

1 9) 私 立東 京 体操伝習所開校願， 「 明 治十九年願 伺 届録」 東京 都公文書 館
2 0) 今村嘉雄， 前掲書， P . 3 5 2
2 1) 東京憫操伝習所 規則， 明治 2 1 年 8 月 ， p . 1 

2 2) 私立東京体操伝習 所開校願

2 3) 藤村 ト ヨ ， 「十年 計画 の 第二 回 目 の欧 州 視 察 の 所感」 昭和 5 年，
2 4) 東 京憫操伝習所 規則， 明 治 2 1 年 8 月 ，

2 5) 東京憫操伝習所規則， 附 録広告， 明 治 2 2 年 4 月 ，

2 6) 高 橋 勝 さ ん談， 昭和 5 3 年 8 月

2 7) 宮城縣 宮城郡 教 育会， 「宮城郡誌」 昭和 3 年 P . 1 3 1 5 
2 8) 「 日 本遊 戯 調 査会 の 昨 日 今 日 」 （遊 戯雑誌 2 巻 3 号） 明 治 3 6 年 5 月 1 5 日 P . 4 6 

2 9) 教 員 は 同上書 P . 4 7 に よ る と 次 の通 り であ っ た。 教育 ……尺 秀三郎， 篠 田 利 英 （ の ち

に 2 7 年 1 月 西 村正三郎 に 代わ る） ， 倫理 … … 立花鉄三郎， 心理 … … 尤良 勇 次郎， 松 本 文学

士 （教育時論 3 1 5 号 に は欠 く ） ， 国 語・ … • • 晶 山健， 三 橋要也 （ 教育 時論 3 1 5 号 に は 欠 く ）
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嘆 文• • • • • • 根本 通 明， 中島幹事であ っ た。
3 0) 「 教 育 家 の文根 会」 （教 育 時論 3 0 9 号） 明 治 2 6 年， P . 3 5 

3 1) 「文學会 の登会式」 （ 教 育 時論 3 1 5 号） 明 治 2 7 年， P . 3 3

3 2) 「 政論 禁止 の 訓令」 （ 教 育 時論 3 0 8 号） 明 治 2 6 年， P . 7 。 2 6 年 1 0 月 2 8 日 の

井上 毅文相 の 訓 令 1 1 号

3 3) 能 勢栄 「大 日 本教 育 会 に 対 す る ，意 見」 （ 教 育 時論 3 1 0 号） 明 治 2 6 年， P . 1 4 ------ 1 5 

3 4 )  「 日 本遊戯調壺会 の 昨 日 今 日 」 前掲 2 8) , P 。 4 7

3 5 ) 「 日 本 遊 戯調在会の昨 日 今 日 」 （ 遊 戯雑誌 3 巻 4 号） 明治 3 7 年 1 月 1 5 日 ， P .  3 9  

3 6) 2 9) の 様 に 西 村が篠田 に 代 わ り 講師 と な っ た の は 2 7 年 1 月 と 教 育時論 3 1 5 号 P . 33 

に は 報 じ て い る が， そ れ以前 か ら 交 替 し て い た の であ ろ う 。

3 7) 高橋忠次郎 「F且論 実際小学遊 戯教 科因」 榊原 文盛堂， 明治 3 9 年， P . 5 2 ------ 5 3

3 8) 「開稜 社長西 村」E 三郎君逝く 」 （教 育 時論， 3 8 9 号） 明 治 2 9 年， P .  5----9 

3 9 ) 西村正三郎， 「 教 育学史」 ， 敬 業 社， 明治 3 0 年 P . 2 3 1  

4 0) 「 日 本 遊 戯調介会の 昨 日 今 日 」 （遊戯雑誌 2 巻 4 号 ） 明 治 3 6 年 6 月 1 5 日 P . 4 6 

~ 4 8 

4 1) 同上 2 巻 6 号， 明 治 3 6 年 7 月 3 0 日 P . 4 4 ~ 4 5 

4 2) 同上 3 巻 2 号， 明 治 3 6 年 1 2 月 1 5 日 P . 4 3  

4 3) 高橋忠次郎， 前掲書 P . 2 9 ,..,_, 3 0 

4 4) 同 上

4 5) 「 故西 村 正三郎 君の葬儀」 （ 教 育 時論 3 8 9 号） 明治 2 9 年， P . 2 5

4 6) 高橋忠 次郎， 前掲書 ， P . 5 3

4 7) 「 日 本遊 戯調 在会の昨 日 今 日 」 （遊戯雑 誌 3 巻 4 号） 明 治 3 7 年 1 月 1 5 日 ， P . 3 9

4 8) 同 上， 3 巻 2 号 ， 3 6 年 1 2 月 1 5 日 ， P . 4 3  

4 9) 香 川 県 師 範学校 年報

5 0) 藤村 ト ヨ 「 私 の歩 ん でき た 道」 （学校体 育 6 巻 8 号） 昭和 2 8 年 8 月

5 1) 藤 村 ト ヨ 「 私 の六十年の 念願」 （ 同窓会 誌第 2 号） 1 9 3 5 , のみ後者 を と る。 「藤村

学園 7 0 年 の 歩み」 も 後者 を と る 。

5 2) 「学 校法人 日 本 体 育会体操学校八十年史」 学校法 人 日 本体 育 会昭和 4 8 年， P . 1 6 7 ------

2 1 0 

5 3) 依 田 直 伊は 1 8 ) を 参 照。 簿 出 精脩 学校に も 学ん tio 小野泉太郎は 忠次郎 と 日 本法律学校

の 同窓であ り ， 当 時， 華族 女学校の 教 師 であ っ た。
5 4) 「 日 本 遊 戯調 在会の 昨 日 今 日 」 （遊戯雑誌 3 巻 5 号） 明治 3 7 年 2 月 1 5 日 ， P . 3 0

5 5) 日 本 体 育 会 体操練習所で野球 を した と い う 記 述 と 写真が あ る。
5 6) 明 治 3 4 年 2 月 か ら 3 5 年 6 月 ま で

子 謄操 、
5 7) 高橋忠次郎， 依田 匝伊 「 音楽応用 女 」 山海堂， 明 治 3 3 年， P . 1 遊 戯法 全
5 8) 香川新報 明 治 3 5 年 5 月 2 5 日 ， 2 8 日 付に 大運 動会の 記事 が掲載 さ れて い る が， 特 に

ト ヨ に つい て は 記 し てい な い。
5 9) 藤村 ト ヨ 「 私の 歩 ん で き た 道」 前掲書 5 0) 

6 0) 「高 松 に 於 け る 講習会状況」 （遊戯雑誌 2 巻 1 号） 3 6 年 2 月 2 5 日 ， P . 5 0  

6 1) 高橋忠 次郎， 前掲 書 P .  5 4 

6 2) 「 日 本遊 戯調 査会 規則」 （ 遊 戯 雑 誌 3 号） 明 治 3 4 年 1 2 月 2 5 日 ， P . 5 2 

6 3) 同上， 1 0 号， 明 治 3 5 年 9 月 1 5 日 広 告
6 4) 同上， 2 巻 5 号 ， 明治 3 6 年 7 月 1 2 日 ， P ． 3 ~ 8 
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2 2  掛 水 通 子

6 5) 忠 次郎は 3 9 年 7 月 の 「理 論実際小学遊戯教 科書」 P . 5 4 では 2 府 9 県に 支会 と 支 部 を

設けた と 記 してい る。

6 6) ド ミ ノ ー ス ( 1 号） ， テ ン ピ ン ズ ( 1 号） ， 智 恵 の木 ( 2 号） ， 玉突術 ( 3 ,....., 8 , 1 0 

号 ） ， 施廻運動 ( 4 ~ 6 号） ， ジ ャ ー マ ‘ノ ・ ビ リ ア ー ズ ( 2 巻 2 ~ 4 , 6 号） ， ク ロ ス ポ ル

カ ( 2 巻 6 号 ） ， 攻城球 ( 3 巻 5. 6 号， 4 巻 1 号） ，

6 7) 十字 施 廻運動 ( 2 ~ 3 号 ） ， 二 重大連鎖 （四 季の な がめ ） （ 3 号） ， 姫鏡 ( 4 ~ 5 号）

6 8) 尋常 科遊 戯教授 実験談 ( 2 巻 1 号） ， 胸隔拡 張器使用 法 ( 2 巻 3 , 5 , 6 号） ， 日 本遊

戯調在 会主幹高橋 忠次郎君講話 ( 3 巻 3 , 4 号 ）

6 9) 遊戯雑誌， 2 巻 5 号， 明治 3 6 年 7 月 1 2 日 ， P ． 8 

7 0) 遊 戯 雑誌， 3 号， 明 治 3 4 年 1 2 月 2 5 日
7 1) 遊戯雑誌 9 号 ， 1 1 号

7 2) 高橋忠 次郎， 前掲書 P .  5 4 

7 3) 遊戯雑誌の記事， 広告 に よ る と ， 明 治 3 0 年 頃発行 さ れ， 3 4 年頃訂 正版が発 行 さ れた

と 思 われる 。 しか し未見であ る。

7 4) 遊 戯雑 誌 3 巻 3 号の 広 告 に よ る と ， 男 子 を対 象 と し， 師範学校， 中 学校， 高等 女学校 体

操科教 員及び 各地体 育場の教 員 を 養成 し ， 6 カ 月 の 速成教 授 で第 1 期生五拾 名 の 申 込期限は

明治 3 7 年 1 月 1 5 日 で あ っ たが， 公文書はな く ， 実際に 開校 した か否 かは 不 明 であ る。

7 5) 明 治 3 6 年 1 1 月 3 日 に 要則 を定め る と 同 時 に第 1 回祝賀舞踏大会 を 挙行 した。 こ れ ま

で宮中等 では舞踏 が盛ん で あ っ たが， 国民一 般に も 費 用 を か け ず に 練 習の 機会 を与 え よ う と

す る も の であ っ た。 東 京 女子体操音 楽学 校 内 に練 習部が置かれた。
7 6) 遊 戯雑 誌， 3 巻 3 号， 明治 3 6 年 1 2 月 1 5 日 P .  9 ~ 1  0 

7 7) 成瀬仁蔵 「 女子教育」 明 治 2 9 年

78) 千葉通 子 「 女 子体育の 成立過程 に 関す る 研 究 一 明 治 時代の 女学校 を中 心 と して 一 」

（東 教大 修士論 文昭和 5 0 年 2 月 ）

7 9) 「 日 本遊 戯調壺会の昨 日 今 日 」 （遊戯雑 誌 3 巻 6 号） 明 治 3 7 年 3 月 2 5 日 ， P . 3 4 

8 0) 藤 村 学 園関 係 史料 I

8 1) 「 日 本遊 戯調査会 の 昨 日 今 日 」 （遊 戯雑誌 6 号） ， 明 治 3 5 年 4 月 2 5 日 P .  6 2  ~ 

6 4 

8 2) 「 日 本遊戯調在 会 の 昨 日 今 日 」 （遊 戯雑 誌 8 号） ， 明 治 3 5 年 7 月 5 日 P . 5 0  

8 3) 「 日 本遊戯調壺会の 昨 日 今 日 」 （ 遊戯雑誌 3 巻 6 号） P ． 3 5 ~ 3 6  

8 4) 「私立東 京 女 子 唱歌学校設立願」 （藤 村学 園関係 史料 I P. 2 3 2) 

8 5) 「 日 本 遊 戯調 壺 会 の昨 日 今 日 」 （遊戯雑誌 4 巻 1 号） 明 治 3 7 年 4 月 1 5 日， P , 3 1  

8 6) 同 上 P . 3 2  

8 7) 藤村 ト ヨ 「私立東 京 女 子体操音楽学校沿革」 ， 大正 1 4 年 1 月 1 6 日

8 8) 藤村 ト ヨ ， 「 3 0 年間 の我 校の経営」 （ 女 性美 4 巻 8 号 ） ， 昭 和 7 年 P . 1 6 3 

89)  明 治 4 0 年第 1 種学事， 私立学校第 1 巻， 東 京都公 文書館， 日 付 が 記 して な い が， 住所

と 卒 業生 名 か ら 3 8 年 4 月 ～ 8 月 と 推察する。

9 0) 藤村 ト ヨ 「 如 何に 女 子腔 育 家の 向上 を は か る べ き か」 （ 女 性 美 6 巻 1 0 号） ， 昭和 9 年

p .  3 
9 1) 河北新報， 明 治 3 9 年 1 2 月 8 日 付

9 2) き よ せ も 同 行す る 予 定 であ っ た が勝 さ ん の 出生 に よ り 断 念 し た （昭和 5 3 年 8 月 高橋勝

さ ん 談）

9 3) 宮原小治郎 「舟九 年に 於 け る 信 州体操界」 （信濃教育 会 雑 誌 2 4 4 号） ， 明 治 4 0 年
9 4) 高橋忠次 郎， 前掲書， P . 2 4  

9 5) 藤村 ト ヨ 「十年叶画 の 第二 回 目 の欧 州視察の 所感」 ， 昭和 5 年，
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9 6) 藤村 ト ヨ ， 「 学校の成 り 立 ち と 同 窓 会 の 創立につい て」 （ 同窓 会誌第 1 号） 昭和 9 年，

p . 2 

9 7) F i  f e は S e a t t l e か ら約 3 0 マイ ル 南の小 さ な町で あ る。 ( Se a t t l e  Pu b l i c  

L i b r a r y に よ る）

9 8) Ana c o r t e s は Se a t  t I e か ら約 6 0 マ イ ル北に あ る Pu g e t So u n d に あ る

F i d a l g o 島 の町であ る ( S e a t t l e P ub l ic L i b r a r y に よ る） 。

9 9) 松浦政泰， 高橋忠次郎， 「家庭遊戯法」 博文館， 明 冶 4 2 年

1 0 0) 阿部巖太 「 吊 詞」 ， 阿 部は 「宮城郡史」 に よ る と ， 忠次郎 と 同 じ松島村磯崎の 出 身で

の ち に 町の 助役 をつ と めた。

1 0  1) 菊 田 定郷 「 仙 台 人 名 大辞書」 仙 台 人 名 大辞再刊行 会， 昭和 8 年，

1 0 2) 帰途， 帰 国は 日 本 へ と い う 意味に も と れる が， 大 正 2 年 9 月 3 0 日 付の忠 次郎宛の

S e a t t l e 発信 の伊東か ら の 内簡に は 「 8 月 2 5 日 に上 陸 し た が ア ラ ス カ に 御遠 征 と 聞 き ，

帰州 の 日 を待 っ て い ま す。 」 と あ り ， 近 々 ヽン ア ト ルヘ帰 る 予 定 であ っ た こ と がわ か る 。

1 0  3 )  昭 和 5 3 年 6 月 2 8 日 付に 高橋忠次郎に 関 す る 調壺 を掲載 した。 北米報知は発行部数

約 2, 0 0 0 部で広 く ワ シ ン ト ン 州 並ボ ー ト ラ ン ド バ ン ク ー バ ー の 日 系一 世 に読 ま れて い る。

1 0 4) 昭和 5 3 年 7 月 2 5 日 付， 1 1 月 2 日 付， 領事 西 川 清 氏 か ら の書簡

1 0 5) 昭和 5 3 年 1 1 月 2 7 日 付 S e a t t l e P u b l i c  L i b r a r y か ら の 書簡

1 0  6) 「 自大 正 二年 八 月 至 大正三年三 月 戸 籍法 二 捩 リ 在外本 邦人 諸届書其 本 籍地戸籍吏へ送

逹」 第 1 4 9 巻， 3 門 8 類 7 項 2 1 号。
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